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平成 18 年 9 月21日 
同和鉱業株式会社 

 
平成１９年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

  当社（東京都千代田区外神田 4丁目14 番１号、資本金364億円、社長：吉川 廣和）は、最近の業績

の動向等を踏まえ、平成 18 年5 月 11 日の決算発表時に公表した平成 19年３月期 中間及び通期の業績

予想を下記のとおり修正します。 
 

記 
 
１．連結 中間業績予想の修正（平成 18 年4 月 1 日～平成18 年 9 月30 日） 
 

(単位：百万円) 
  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当中間期見込み 219,000 21,000 21,000 11,000 

前期実績(平成 17年 9月中間期) 139,878 17,790 14,583 4,845 

増減額 79,122 3,210 6,417 6,155 

前 
期 
比

較 
増減率 56.6% 18.0% 44.0% 27.0% 

前回予想 158,000 18,000 17,000 9,000 

増減額 61,000 3,000 4,000 2,000 
予 
想

比

較 増減率 38.6% 16.7% 23.5% 22.2% 
 
 
２．セグメント別損益 

（単位：億円） 
前期実績 今回修正 前回予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 

製       錬 734 90 85 1,323 103 102 829 89 83 
環境・ﾘｻｲｸﾙ 269 26 26 367 37 38 319 31 31 
電 子 材 料 232 30 29 281 34 33 254 26 25 
金 属 加 工 220 17 17 376 25 25 284 20 19 
熱  処  理 103 13 13 115 15 15 112 15 14 
消 去  ほか △160 1 △25 △272 △4 △3 △218 △1 △2 

合   計 1,398 177 145 2,190 210 210 1,580 180 170 
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３．修正の理由 
前回予想との比較で、売上高は銅、亜鉛など主要メタル価格が上昇したこと、環境・リサイクル

部門、電子材料部門、金属加工部門が堅調に推移していることにより 610 億円増収の 2,190 億円

（+38.6％）となる見込みです。 
営業利益は、製錬部門で主要メタル価格の上昇が寄与し、また、それぞれのセグメントが堅調に

推移していることから、30 億円増益の210億円（+16.7％）となる見込みです。 
経常利益は、持分法適用会社の海外亜鉛鉱山の増益などにより、40 億円増益の210 億円（+23.5％）

となる見込みです。  中間（当期）純利益は 20億円増益の 110億円（+22.2％）となる見込みです。 
 
部門別売上高は、製錬部門では、主要メタル価格の上昇により 494 億円の増収の 1,323 億円

（+59.6％）となる見込みです。  環境・リサイクル部門では、廃棄物処理の集荷ならびに処理が

順調に推移していることなどにより 48億円増収の367億円（+15.0％）となる見込みです。  電子

材料部門では、ＰＤＰ（プラズマ ディスプレイ パネル）に利用される銀粉や、携帯電話やパソコ

ン部品に利用されるＬＥＤが販売を伸ばしているほか、ガリウムひ素ウェハ、メタル粉など総じて

堅調に推移しており 27 億円増収（+10.6％）の 281 億円となる見込みです。  金属加工部門では、

車載用コネクタ材、めっき、回路基板が販売を増やし 92億円増収（+32.4％）の 376 億円となる見

込みです。  熱処理部門は、加工部門、工業炉部門ともに、前回予想並みの 115 億円の売上となる

見込みです。 
部門別営業利益は、製錬部門は、主要メタル価格の上昇による追い風などを受け、14 億円増益の

103億円（+15.7％）となる見込みです。  環境・リサイクル部門では、廃棄物処理や家電リサイク

ルなどが堅調に推移しており 6億円増益の37 億円（+19.4％）となる見込みです。  電子材料部門

では、ＬＥＤ、ガリウムひ素ウェハ、メタル粉などが増益となる見込みで、部門合計で 8 億円増益

（+30.8％）の 34億円となる見込みです。  金属加工部門では、伸銅品、めっき、回路基板それぞ

れで増益となる見込みで、部門合計で 5 億円増益（+25.0％）の25億円となる見込みです。  熱処

理部門では、前回予想並みの15 億円となる見込みです。 
 

 
４．個別 中間業績予想の修正（平成 18 年4 月 1 日～平成18 年 9 月30 日） 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 138,000 12,500 12,500 7,000 

今回修正（Ｂ） 194,000 12,500 12,500 7,000 

増減額（Ｂ－Ａ） 56,000 － － － 
増減率 40.6% － － － 

前期実績（平成 17 年 9 月中間期） 119,318 13,817 13,924 6,022 
 

個別決算では、売上高は主要メタル価格の上昇により増収となる見込みですが、営業利益、経常

利益、当期利益は前回予想並みとなる見込みです。 
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５．連結 通期業績予想の修正（平成 18 年4 月 1 日～平成19 年 3 月31 日） 
 
通期の連結業績予想については、実勢の主要メタル価格を前提に、売上高は前回予想を 1,090 億

円上回る 4,220億円(+34.8%)を予想しております。 
また、営業利益は 410億円(+17.1%)、経常利益は410 億円(+20.6%)、当期利益は 200 億円(+33.3%)

を予想しております。 
 

(単位：百万円) 
  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 19 年 3月期予想 422,000 41,000 41,000 20,000 

前年実績(平成 18 年３月期) 316,388 36,897 33,177 14,532 

増減額 105,612 4,103 7,823 5,468 

前 
年 
度 
比

較 
増減率 33.4% 11.1% 23.6% 37.6% 

前回予想 313,000 35,000 34,000 15,000 

増減額 109,000 6,000 7,000 5,000 
予 
想

比

較 増減率 34.8% 17.1% 20.6% 33.3% 
 

前年度実績との比較では、環境・リサイクル部門、電子材料部門、金属加工部門、熱処理部門の

それぞれで受託量、販売量を伸ばし、加えて製錬部門で主要メタル価格の上昇により、売上高は

1,056 億円の増収(+33.4%)となる見込みです。 
営業利益は、電子材料部門で、将来の新規商品開発に向けた研究開発を積極的に行うことなどに

より減益となる見込みですが、全体では 41億円の増益(+11.1%)、また、経常利益は、営業外費用(持
分法投資損失)の増加があった前年度との対比で 78億円の増益(+23.6%)となる見込みです。なお、

当期純利益は55億円の増益(+37.6%)となる見込みです。 
 
６．セグメント別損益 

（単位：億円） 
前年度実績 今回修正 前回予想 

 
売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 

製       錬 1,701 168 158 2,427 179 173 1,525 146 135 
環境・ﾘｻｲｸﾙ 586 60 61 727 76 78 649 68 68 
電 子 材 料 501 63 63 541 62 60 480 55 53 
金 属 加 工 492 40 39 738 48 48 552 43 42 
熱  処  理 221 32 33 262 38 38 247 38 37 
消 去  ほか △337 6 △22 △475 7 13 △323 0 5 

合   計 3,164 369 332 4,220 410 410 3,130 350 340 
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７．個別 通期業績予想（平成18 年 4 月 1日～平成 19年 3 月 31日） 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 263,000 25,000 25,000 13,000 

今回修正（Ｂ） 196,000 12,500 12,500 7,000 

増減額（Ｂ－Ａ） △67,000 △10,000 △10,000 △6,000 
増減率 △25.5% △50.0% △50.0％ △46.2% 

前年実績（平成 18 年 3 月期） 271,028 27,505 27,467 13,722 
 

平成 18 年 5 月11 日の決算発表時に公表した個別の通期業績予想は、現行の組織を前提に算定し

ておりましたが、当社は、平成18 年 10月 1 日に持株会社制へ移行し、事業部門を会社分割により

分社化するため、下期以降における当社個別(持株会社)の収入は、事業部門の収入が除外され、見

かけ上大幅に減少いたします。 
グループ会社からの配当金収入についても、翌期以降の収入となるため、通期の業績予想は、売

上高は1,960 億円、営業利益、経常利益、当期純利益は中間期の業績予想と同額となる見込みです。 
 
 
なお、現在の組織を前提に算定した通期の業績予想は以下のとおりであり、当期純利益は前回予

想と同額を見込んでおります。 
 
【参考】現在の組織を前提に算定した個別 通期の業績予想 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 263,000 25,000 25,000 13,000 

今回修正（Ｂ） 367,000 27,000 28,000 13,000 

増減額（Ｂ－Ａ） 104,000 2,000 3,000 － 
増減率 39.5% 8.0% 12.0％ －% 

前年実績（平成 18 年 3 月期） 271,028 27,505 27,467 13,722 
 
 

《連絡先》コーポレートスタッフ 経理・財務部門 ０３－６８４７－１１０７ 菅原、成田 
    コーポレートスタッフ 企画・広報部門 ０３－６８４７－１１０６ 富川、鎌倉 
 

以  上 


